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た。前胞状卵胞由来 OGCsを培養初期の 4日間だけ E2
暴露したところ，予想どおりその後 E2非添加の条件下
でも発育した。さらに，E2非添加条件で 4日間培養後
に E2を添加した場合では，腔の形成を含む発育が 4日
の遅延が見られたことから，E2は OGCsの発育のきっ
かけとして働くことが明らかとなった。
審査報告概要
大動物の未熟な卵胞卵子を体外で効率的に発育させる
培養系は確立されておらず，卵子の発育に必要な要因や
その意義は明らかにされていない。本研究では，ブタの
未熟な卵胞卵子の体外培養条件を新たに設定し，体内で
発育した卵胞卵子とクロマチンの状態，ヒストンの修
飾，卵子の直径等形態的指標と網羅的な遺伝子発現解析
を用いて，グルコース濃度やエストラジオールが卵胞発
育に重要な要因であることを明らかにした。さらにグル
コース濃度の増加は，初期胞状卵胞卵子の培養初期では
解糖系を亢進させることが必要であるため正の，減数分
裂を行う後期では負の効果を持つことを見出した。ま
た，エストラジールやその前駆体及び阻害剤の組み合わ
せにより卵胞形成はエストラジオールに暴露されること
が起点となっていること，エストラジオールには卵胞発
育を促進する効果がある事を明らかにした。本研究では
大動物の卵胞培養方法の改善に関して新規性のある知見
を得た。
よって，審査員一同は博士（畜産学）の学位を授与す
る価値があると判断した。
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